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エントランス
エリアシンボルロード
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エントランス
エリアシンボルロード

縁日商店街
魚市場と港

『大きな
　　　ひろば』
『大きな

　　　ひろば』
須崎湾

情報・交流・テクノロジー 新たな出会いへ導くみんなの灯台施設

みんなの居場所をつなぐ “縁側のある施設”みんなの居場所をつなぐ “縁側のある施設”複合いのちを守るために学び、行動できる場所防災 を守るために学び、行動できる場所

城山
（津波避難場所）

城山
（津波避難場所）難場所）難場所）

VIEWVIEW

『大らかな屋根』
山と呼応

情報と人、人と人の出会いを生み出す図書館図書

人的支援 コンテンツ
活動の場

『須崎コモンズ』『須崎コモンズ』

［支援業務］［支援業務］

レファレンス

子育て

ＤＸ 展示

ひろば エンガワ

I C T

プログラミング

近接化 近接化

本・資料

 『みんなのエンガワ』

『須崎コモンズ』の創出

•人的支援、コンテンツ、活動の場が近接した『須崎コ
モンズ』が、新しい学びや交流、出会いを生み出します。

•奥四万十地域の玄関口である須崎に、市内外の多くの
人を迎え入れ、集い、賑わう『大きなひろば』

•誰もがここにいていいと心から思える多様な居場所
「みんなのエンガワ」を創ります。

人々を迎え入れる『大きなひろば』
須崎駅

•避難拠点（城山）と呼応した「大らかな屋根」は “安全の
シンボル”となります。また避難所へと視線を誘導します。

 城山と呼応した安全のシンボル「大らかな屋根」

公園

キッズ

図書

ホール
メーカー

Ｐ

Ｐ
集いの
広場
集いの
広場

縁側

縁側

縁側

縁側

縁側

縁側
ひろば

基本計画 ( 市民の想い ) 須崎らしさ

公園

キッズ図書

ホール

メーカーメーカー

Ｐ

Ｐ 縁側縁側

ひろば

ひろば

セキュリティに配慮
した図書館一体的なひろば整備

集いの
広場
集いの
広場

ホール・図書館の
拡張空間

北東コンパクト配置提案

・活動がひろがる『集いの広場』
・活動をつなぐ『縁側』

・須崎のまちの “魅力”

+
浜
市
原

城山城山

須崎湾

須崎市図書館等複合施設整備事業

技術提案書
＜概要版＞

注 1）技術提案書がそのまま設計案になるものではありません。
注 2）公開する技術提案書は、無断で転載することを禁止します。

❶  本施設の基本的な考え方

須崎市図書館等複合施設「基本計画」に記載されている、①施設全体　②図書館　③防災　④複合施設のコンセプトを具体化にどう反映していくか “わかりやすい
指針” を示します。各々の機能を超えて “融合” し、まちづくりにつながる考え方を提案します。

基本コンセプトを十分に理解した「４つの役割」を提案します。

須崎市図書館等複合施設
［基本計画］+［要求水準書］

須崎市図書館等複合施設
“４つ” のコンセプト

設計の基本的な考え方

•「にぎやかな図書館を考える」市民ワークショップに始まり、基本構想
～計画とこれまで市民と積み重ねてきた検討を大切にしながら私た
ちなりの提案を行います。

これまで積み重ねてきた “市民の想い” を大切にします。

基本計画を踏まえて “須崎らしさ” をつくる

地形やまちの構成を取り込み、活かす建築地形やまちの構成を取り込み、活かす建築

基本コンセプトを踏まえた４つの役割令和３年１２月策定「基本計画」コンセプト図
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『大きなひろば』『大きなひろば』 児童
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高知自動車道
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城山城山

避難ルート避難ルート

一体利用一体利用太平洋

『原』- まちの主要機関（武家、城）
『市』- まちの機能（商業、寺）が集まる
『浜』- 営み、生活、海と密接な場

浜
市 『浜』-- 営み、生活、海と密接な場

浜

須崎湾

海 浜 市 原 山

高台
（避難施設）複合施設 合同庁舎シンボルロード

富士ヶ浜 城山城山

バックヤード設備スペース
サポートサポート

・熱溜りを
   卓越風で誘引
・庇深さによる
   日射制御
➡環境負荷低減
➡LCC 低減
・コンパクトな
   耐震コア
・柔軟に面積調整
   可能なフレーム
➡機能との合致
➡コスト調整

・見通しの良い  
   平面計画
・まんなか
   サポートエリア
➡わかりやすい動線
➡管理しやすい

・広い
   施工ヤード
・北東側コンパ
   クト配置
➡施工性向上
➡近隣配慮

環境

構造

計画

施工
卓越風

庇 浅

深

西

環境

構造
卓越風卓越風

庇庇

深深深深

西

熱溜り熱溜り誘引

耐震コア
サポートエリア

機能空間

エンガワ空間
大きく構造を
変えずに面積調整
が可能

必要な広さを
無柱空間で実現

施工
ヤード
施工
ヤード

住宅地

合同庁舎

クリアランスクリアランス

４つのポイント
建築デザイン

←須崎中
央 IC

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
↓

シンボルロード→

緊急避難場所（高台）糺鴨神社

休憩スペース

閉架書架

須崎地方合同庁舎

駐車場
（保育園）

一般駐車場

優先駐車場

キャノピー

車寄せロータリー

屋外WC

寺尾児童公園

『大きなひろば』

ホール 郷土展示

集いの広場
一般開架

事務 キッズパーク

住宅地

住宅地 住宅地

カフェ

自習室
バックヤード

一時預かり

会議室

エンガワ
（外）

エンガワ
（内）

PCメーカー室

児童開架

須崎保育園

館内を一望

るる

アプローチ
多方向のアプローチ  ➡  ➡  歩者分離の徹底

➡  全方位への避難路の確保

近隣へのプライバシー  ➡  北東コンパクト配置
寺尾児童公園との関係  ➡  一体的な整備
　　　　　　　　　　　   （大きなひろば）

日常使いとイベント利用  ➡  

ひろば

P O I N T .１

PO I N T .２

・最大限ひろば空間を確保

・要求で求めたられている

方位からのアプローチ
に対して出迎える配置

配置計画の基本的な考え方

多方向のアプローチ  ➡  

寺尾児童公園との関係  ➡  一体的な整備
　　　　　　　　　　　   （大きなひろば）

日常使いとイベント利用  ➡  

・シンボルロード側から
の人の流れと、須崎中
央 IC からの車の流れ

・敷地と隣接した「都市
公園」に位置付けられ
ている公園の再整備

・日常的な賑わいづくりと様々
なイベントに対応する設え

・最大限広いひろば空間を確保

   
各方位からの
に対して出迎える配置

➡  歩者分離の徹底

➡  全方位への避難路の確保

近隣へのプライバシー  ➡  北東コンパクト配置
近隣への配慮

・植栽やマウンドで視線を制御

・北東コンパクト配置で、
住宅と建物の間に大き
なひろばを確保

・どこにいても、城山への動線が
わかりやすく、避難しやすい

・西側１個所に車の出入
りを集約

安心・安全P O I N T .３

PO I N T .４

・要求で求めたられているひ
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公園

車両
出入口
車両
出入口

『大きなひろば』『大きなひろば』

避難避難

・西、南、東に取り巻く
近隣住宅
・西、南、東に取り巻く
近隣住宅

・周辺生活者への配慮・近隣住民への配慮
視線の見合い ➡  視線を制御するランドスケープ視線の見合い ➡  視線を制御するランドスケープ

城山

須崎の “洲” 
― 地形・まちの構成の特性を取り込み活かす

❷  設計コンセプト

　昔の須崎は「原（武家屋敷）」「市（商業）」「浜（生活 , 海と密接な場）」
の３つの層に分かれており、城山を中心に海へと広がる都市構造となっ
ていました。現在も３つの層の役割は異なるものの、この都市構成は受
け継がれて “海まちプロジェクト” へと活かされています。
　行政機能が集約された「原（サポート機能）」、お寺や商店などの都市
機能の「市（目的機能）」、そして海と密接に関わる人々の仕事や賑わい
の中心であった「浜（賑わい機能）」という須崎市民が潜在的な経験と
して持っている３つの層の都市構成を新しい建築に取り込み、活かすこ
とで、人々と活動・情報をつなぎます。
　須崎の「３つの層状構成」はそれぞれの機能が明確に分かれているも
のではなく、緩やかな境界として各層が連携しており、まさに “従来の
機能” を守りながら、“現代の多様な活動” を生み出すことができる「須
崎らしい」新しい建築のカタチとなります。

❸  施設配置や建築デザイン

•周囲の都市機能と有機的につながる「配置・動線・形態」に
より多様な交流や活動の場を創り出します。

環境から導き出された “洲” 崎のカタチ
須崎の「３つの層状構成」を取り込んだ建築

みんなが集まる活動のシンボル

機能（環境・構造・計画・施工）を高める合理的なカタチ 内外多様な活動が可能な施設イメージ



利用規模
大

利用規模
中

利用規模
小

駐車場

静

動

【ホール機能】
利用人数が多くなるホールは駐車場か
らアクセスしやすい位置とし、運営・利
用のしやすさに配慮

エンガワひろば 機能 サポート

【サポート機能】
静かな諸室をまとめることで、
静かに過ごせる空間と賑わい
の空間の両立が容易

『自習室』

『静寂読書室』

【子育て支援機能】
利用人数が少ない位置に
配置し、子どもの安全な
動線ルートを確保

集いのひろば

児童開架
一般開架

会議

ひろば

会議会議会議会議会議 PC メーカー

発信
発信

一体利用 一体利用

エンガワ
（屋内）

エンガワ
（屋外）

新たな
資料がまちへ

新たな
活動がまちへ スパイラルアップスパイラルアップ

交流
［みんなのエンガワ］

［まち］［まち］

［本］［本］［情報］［情報］ ［職員］［職員］
［ボランティア］［ボランティア］［作品］［作品］

［図書館］［図書館］［ホール］［ホール］
［会議］［会議］［PC］［PC］

［まち］［まち］

活動の場 コンテンツ 人的支援

エンガワ空間 機能空間 サポート

自然光・明るさ感の高い照明
温かみのある
照明計画各機能に合わせた照明

（ホール：可変性、図書館：タスクアンドアンビエント、子育て：明るさ感の高い照明）

静寂空間活動空間 『音のゾーニング』

輻射自然光

間接光

書架照明
手元照明 手元照明

壁面吸音

床吹出し

個別

個別

居住域

明るさ感

天井吸音

マルチ
メッシュ

・書架照明によるタスクアンドアン
ビエント照明

・書架に照明（上下配光）を設置し
メンテナンスしやすい工夫

・書架照明によるタスクアンドアン
ビエント照明

・書架に照明（上下配光）を設置し
メンテナンスしやすい工夫・大空間に適した居住域(2.4m程度）

空調で快適性と省エネを両立

ひろば（緑）

・天井面を明るくすることで
「空間の明るさ感」を確保
　（省エネ・ウェルネス）

・人の出入りや、窓の開閉を
想定して、床そのものが暖
かい・冷たい床放射冷暖房
　（省エネ・ウェルネス）

・サポートエリアの壁面は壁面
吸音とし、静寂性を高めます。

・ドラフト感が少ない
静寂性が高い空気式
天井輻射冷暖房

・サポートエリアの壁面は壁面
吸音とし、静寂性を高めます。

・ドラフト感が少ない
静寂性が高い空気式
天井輻射冷暖房

活動空

ひろば（緑）

閉架書庫閉架書庫

静寂室静寂室
会議室会議室

•「３つの層状構成」を活かしながら、図書館や多目的ホール、子育てなどの各スペー
スに応じて熱・光・音環境を整えることで、利用者に最適で使いやすい環境づくり
を行います。
•特に、サポーエリアを中心に天井や壁で吸音をすることで、静かな空間をつくりな
がら、エンガワ空間は自然光を取り入れた活動的な空間とするなど、「３つの層状
構成」＝機能配置と整合した快適環境を実現します。

❹  平面計画の基本的な考え方
「３つの層状構成」が融合を促す

❺  利用しやすい施設の考え方

•「知の拠点」、「交流拠点」づくりを通した
市民の知的・文化的活動として、建築を
訪れた人々が主体的に学び、交流する場
＝『須崎コモンズ』を創ります。
•図書館の “本” や “資料” と職員・ボランティ
アの方々（人的支援）を近接化すること
で「新たな学び・交流」を創出します。

•『みんなのエンガワ』は “ひろば” と” インテ
リア” の間にある内外をつなぐ動線空間・賑
わい空間となります。

•エンガワ空間を機能空間（ホール・図書館・
子育て）に寄り添うように配置し、それぞれ
の機能・活動の「見る～見られる」関係が交
流や協働を高めます。

•「サポートエリア」から「機能空間」、「エンガ
ワ空間」へと段階的な音のゾーニングを創りま
す。賑わいと、静寂環境がグラデーショナルに
連続する平面構成となります。

•「多目的ホール」、「図書館」、「子育て」は利用
規模や機能要求（音や光環境）に応じた機能配
置とします。

知的活動の循環『須崎コモンズ』 段階的な “音のゾーニング” 『みんなのエンガワ』
POINT.1 POINT.2 POINT.3

利用者の過ごし方に応じた環境づくり

使いやすい施設づくりの工夫

施設のインテリアイメージ：図書館空間を望む施設のインテリアイメージ：図書館空間を望む

機能融合を促す基本的な考え方


